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が示された。興味深いことに、 HA.l¥伊または PASを欠損させた Hik33n-SphScを発現する縮胞は、高塩濃度
および低温ストレスに対しでも正常に応答したことから、日ik33には HAMPまたは PASのどちらか一方で
十分であることが示された。次に、 Hik33のPASに着目し、その機能に重要な役割を持つと考えられるアミ







v)o 本研究では、ラン藻砂nechJcystissp. PCC 6803のマルチストレスセンサーのHik33のシグナル検知の機
構を解析するため、ラン藻細胞内でキメラ型のセンサーキナーゼタンパク質を発現する系を新たに確立し、
そのキメラ型センサーのシグナル検知ドメインに変異を導入することにより、日ik33の膜貫通ドメイン、
HAMPドメイン、 PASドメインの働きを明らかにした。本研究で開発したキメラセンサ一系は、機能未知の
とスチジンキナーゼの機能を znvzvoで解析できる有用なツールになると問時に、バクテリアの細胞内の遺
伝子発現を人為的に発現制御する系の構築のためにも応用が可能な系であり、当該分野の発展に重要な貢献
をしたと高く評価できる。
平成24年5月25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
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によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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